
日本三大○○の植物

日本にはやたら三大○○といわれている各植物があります

その中でいくつかを紹介します

三大民間薬
ドクダミ 湿疹、カブレ、毒消し、解熱、動脈硬化予防
センブリ 腹痛、消化不良、胃痛、下痢
ゲンノショウコ 整腸、下痢止め、止血、消炎
アカバナゲンノショウコは西日本に多く､東日本ではシロバナゲンノショウコが多いようですが
東海地区では、なんとシロバナもアカバナも見られます。

三大毒草
トリカブト 根、茎、葉全てが毒、よくニリンソウと間違えるが、ニリンソウの花の時期に同定すれば避けられます。

激しい動悸、嘔吐、眩暈、意識障害、呼吸困難、最悪は死亡
ドクセリ 食用のセリと間違えての誤食がよくあります。

セリは葉柄が短くドクセリは葉柄が長い。ドクセリは成長すると地下茎がタケノコ状で太い。

痙攣、嘔吐、神経錯乱
ドクウツギ 葉が艶やかな対生で熟した赤い実はおいしそうだが・・・。

俗説には3粒で痙攣、意識喪失、呼吸困難、最悪死亡、地域によっては駆除対象。

三大毒キノコ
ドクツルタケ 全身真っ白、幼菌は白いテニスボールの感じ

英名がなんと、Destroying Angel 　殺し屋天使

タマゴテングタケ おいしいタマゴタケと間違えやすいが、手を出さぬこと。

シロタマゴテングタケ 名の通り全身白いきれいなキノコ

三大誤食キノコ
ツキヨタケ 食菌のムキタケと間違えやすいが、割って中が黒ずんで来たらツキヨタケ
カキシメジ よくぁからない、食べれそうなキノコ、
クサウラベニタケ優秀な食菌のウラベニホテイシメジと間違えやすいが、比べて全体がキャシャ、



根、茎、葉全てが毒、よくニリンソウと間違えるが、ニリンソウの花の時期に同定すれば避けられます。


